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今月の主な記事 住 民 の 動 き
令和６年12月末現在（　）内は前月比

人　口	 35,323人	（＋21） 15歳未満	 4,982人	（ー５）

65歳以上	 9,261人	（＋２）

平均年齢	 45.3歳

　男	 17,046人	（＋12）

　女	 18,277人	（＋９）

世帯数	 15,518戸	（＋７）

令和７年１月15日　発行
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藍住町の情報配信が新しくなりました！
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　昨年刈り取った藍の葉から、藍住町産の「蒅
すくも

」が完成しました。蒅とは、藍染めの染料で、細かくきざまれた藍の葉を乾燥し、発酵
させたものです。蒅に灰汁を入れて発酵させることで、藍染めの染液ができあがります。
　途絶えていた藍住町産の蒅は、令和元年に復活して以来、毎年生産されています。

藍住の蒅が生み出す 至高の青藍住の蒅が生み出す 至高の青
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藍
住
町
長　

髙
　
橋
　
英
　
夫

令
和
７
年

令
和
７
年  

新
年
の
あ
い
さ
つ

新
年
の
あ
い
さ
つ

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
令
和
７
年
の
輝
か
し
い
新
春
を
、
健
や
か

に
お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　
日
頃
か
ら
、
町
民
の
皆
様
か
ら
賜
り
ま
し

た
町
政
へ
の
ご
協
力
の
数
々
、
こ
の
場
を
お

借
り
し
て
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
年
頭
に
あ
た
り
、
現
在
実
施
し
て

お
り
ま
す
主
な
事
業
及
び
、
今
年
の
取
組
と

町
政
に
臨
む
姿
勢
を
申
し
上
げ
、
一
層
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
は
じ
め
に
、
今
年
は
昭
和
30
年
に
藍
園
村

と
住
吉
村
が
合
併
し
藍
住
町
が
誕
生
し
て
か

ら
70
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
を
記
念
し
、

４
月
29
日
に
町
制
施
行
70
周
年
記
念
式
典
を

挙
行
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
著
名
人
を
お
招

き
し
た
記
念
講
演
や
藍
染
め
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
で
あ
る
イ
ン
デ
ィ
ゴ
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
、
ロ
マ
ン
の
か
け
は
し
・
町
民
号
に
よ
る

友
好
都
市
山
形
県
河
北
町
へ
の
訪
問
な
ど
、

年
間
を
と
お
し
て
様
々
な
記
念
行
事
を
計
画

し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
節
目
に
町
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
私

た
ち
の
町
が
持
つ
豊
か
な
自
然
、
伝
統
文
化

を
次
の
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
と
と
も

に
、
新
し
い
価
値
を
創
造
し
、
持
続
可
能
な

町
づ
く
り
を
町
民
の
皆
様
と
共
に
進
め
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
次
に
、
防
災
対
策
に
つ
い
て
、

　
本
町
で
は
町
民
の
皆
様
の
自
助
に
対
す
る

取
組
の
強
化
と
し
て
、
木
造
住
宅
耐
震
改
修

工
事
の
補
助
金
を
倍
増
い
た
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
安
全
な
住
環
境
を
確
保
す
る
た

め
の
、
負
担
が
よ
り
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
次
に
、
地
球
温
暖
化
対
策
と
防
災
対
策
を

同
時
に
実
現
す
る
施
策
の
充
実
に
つ
い
て
、

今
年
は
、
平
時
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
抑

制
に
加
え
、
発
災
時
の
廃
棄
物
の
受
入
れ
態

勢
の
強
化
を
図
る
た
め
、
西
ク
リ
ー
ン
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
い

た
し
ま
す
。

　
更
に
、公
用
車
に
電
気
自
動
車
を
導
入
し
、

温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
や
大
気
汚
染
の
改
善

だ
け
で
な
く
、
災
害
時
に
は
非
常
用
電
源
と

し
て
も
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、（
仮
称
）藍
住
町
世
代
間
交
流
施
設

整
備
事
業
に
つ
い
て
、

　

老
朽
化
が
進
む
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー「
藍

翠
苑
」や
勤
労
女
性
セ
ン
タ
ー
を
複
合
化
し
、

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
や
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
な

ど
の
新
た
な
施
設
機
能
を
付
加
す
る
こ
と

で
、
多
世
代
の
交
流
を
促
し
、
町
民
の
幸
せ

や
ま
ち
の
賑
わ
い
を
創
出
す
る
施
設
と
な
る

「（
仮
称
）藍
住
町
世
代
間
交
流
施
設
」の
整
備

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
ま
で
に
、
施
設
の
基
本
的
な
整
備
方

針
を
示
す
基
本
計
画（
案
）が
ま
と
ま
り
、
今

年
は
こ
の
計
画
案
に
つ
い
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
・

コ
メ
ン
ト
に
よ
る
町
民
の
皆
様
か
ら
の
ご
意

見
を
募
集
い
た
し
ま
す
。
頂
い
た
ご
意
見
を

踏
ま
え
た
上
で
基
本
計
画
を
策
定
し
、
建
物

等
の
設
計
に
着
手
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
令
和
10
年
春
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
、

引
き
続
き
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
次
に
、
教
育
環
境
の
充
実
と
し
て
、
令
和

５
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
中
学
生
の
実
用

英
語
技
能
検
定「
英
検
」の
検
定
料
補
助
金
制

度
に
つ
い
て
、対
象
と
な
る
級
を
従
来
の「
３

級
以
上
」か
ら「
５
級
以
上
」に
昨
年
、
拡
充

い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
拡
充
を
町
の「
中
学

生
海
外
派
遣
事
業
」へ
と
つ
な
げ
、
国
内
外

で
活
躍
で
き
る
人
材
の
育
成
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
、
学
校
の
管
理
下
に
お
け
る
熱
中
症

事
故
の
多
く
が
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
中
に

発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
対
策
と
し
て
学

校
体
育
館
へ
の
空
調
設
備
の
整
備
に
つ
い

て
、
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
整
備
を
進
め
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
の

熱
中
症
リ
ス
ク
の
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、

避
難
所
と
し
て
地
域
住
民
の
皆
様
が
安
心
し

て
過
ご
せ
る
環
境
整
備
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
次
に
、
高
齢
者
施
策
に
つ
い
て
、
高
齢
者

の
皆
様
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
心
身
と

も
に
安
心
し
て
健
康
で
い
き
い
き
と
暮
ら
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
引
き
続
き
興
味
を
持
って

楽
し
み
な
が
ら
参
加
い
た
だ
け
る
各
種
介
護

予
防
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
次
に
、
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
、
保
育
所

待
機
児
童
の
解
消
や
子
ど
も
誰
で
も
通
園
な

ど
新
た
な
保
育
施
策
の
充
実
が
重
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
本
町
で
は
、
私
立
保
育
所
の
増

築
等
を
計
画
し
て
お
り
、
鋭
意
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
不
妊
治
療
に
か
か
る
費
用
の
助
成
に

つ
い
て
も
、
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
藍
の
魅
力
発
信
に
つ
い
て
は
、

あ
と
約
３
か
月
で
開
幕
と
な
る
大
阪
・
関
西

万
博
を
国
内
外
に
本
町
の「
藍
」文
化
の
魅
力

を
発
信
す
る
絶
好
の
機
会
と
捉
え
て
お
り
ま

す
。

　
本
町
も
徳
島
県
の
催
事
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

す
る
予
定
と
し
て
お
り
、
本
町
の
誇
る
べ
き

文
化
資
源
で
あ
る「
藍
」の
魅
力
を
、
多
く
の

方
々
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

以
上
、
一
例
を
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
私

は
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
皆
様
に「
藍
住
町
に
住
ん

で
良
か
っ
た
」と
実
感
い
た
だ
け
る
こ
と
が
、

何
よ
り
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
ま
ち
の
将
来
を
見
据
え
た
効

果
的
か
つ
効
率
的
な
行
財
政
改
革
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
教
育
や
福
祉
の
充
実
、
産
業

の
振
興
、
防
災
対
策
に
全
力
で
取
り
組
み
、

活
力
あ
る
自
立
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
お
力
添
え
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
結
び
に
、
今
年
１
年
が
、
町
民
の
皆
様
に

と
り
ま
し
て
、夢
と
希
望
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
、

す
ば
ら
し
い
年
に
な
る
こ
と
を
祈
念
申
し
上

げ
、
年
頭
の
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。



３
日

上
程
議
案
等

◆�

令
和
６
年
度
藍
住
町
一
般
会
計
補
正
予
算

に
つ
い
て

◆�

令
和
６
年
度
藍
住
町
特
別
会
計（
介
護
保

険
事
業
）補
正
予
算
に
つ
い
て

◆�

令
和
６
年
度
藍
住
町
特
別
会
計（
後
期
高

齢
者
医
療
事
業
）補
正
予
算
に
つ
い
て

◆�

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
以
上
、
町
長
提
案
）

12
日

一
般
質
問

◆�

栗
島
和
義
議
員
、
紙
永
芳
夫
議
員
、
新
居

純
一
議
員
、
小
川
幸
英
議
員
、
元
木
春
香

議
員
、
林
茂
議
員
の
６
氏
が
行
政
全
般
に

関
す
る
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

※�

一
般
質
問
の
内
容
は
、
２
月
発
行
の「
議

会
だ
よ
り
」で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

17
日

上
程
議
案
等

◆�

監
査
委
員
選
任
の
同
意
に
つ
い
て

◆�

令
和
６
年
度
藍
住
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
号
）に
つ
い
て

◆�

令
和
６
年
度
藍
住
町
特
別
会
計（
介
護
保

険
事
業
）補
正
予
算（
第
２
号
）に
つ
い
て

◆�

令
和
６
年
度
藍
住
町
特
別
会
計（
後
期
高

齢
者
医
療
事
業
）補
正
予
算（
第
２
号
）に

つ
い
て

◆�

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

（
以
上
、
町
長
提
案
）

　
令
和
６
年
第
４
回
議
会
定
例
会
は
、
12
月

３
日
に
開
会
し
、
町
長
提
案
９
議
案
を
可
決

し
、
17
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

12月議会選任された　
監査委員を　
ご紹介します

塚原　喬 氏
（鳴門市）

（任期 令和６年12月25日�
～令和10年12月24日）
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
令

和
７
年
の
輝
か
し
い
新
春
を
健
や
か
に
お

迎
え
の
こ
と
と
、
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昨
年
、
町
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
、

新
人
３
人
を
含
む
16
名
の
議
員
が
町
民
の

代
表
と
し
て
議
会
で
の
活
動
を
展
開
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
町
議
会
と
い
た

し
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
町
民
の

皆
様
の
お
声
に
耳
を
傾
け
、
進
め
る
べ
き
も

の
に
つ
い
て
は
町
と
議
会
、
一
丸
と
な
り
進

め
、
時
に
は
、
町
長
を
は
じ
め
と
す
る
執

行
機
関
に
対
し
意
見
も
申
し
上
げ
、
よ
り

良
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
議
論
を
尽
く

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、令
和
６
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

８
月
に
気
象
庁
が
、
初
め
て
南
海
ト
ラ
フ

地
震
臨
時
情
報「
巨
大
地
震
注
意
」を
発
表

し
ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和
南
海
地
震
発
生

か
ら
78
年
、
昭
和
東
南
海
地
震
発
生
か
ら

80
年
が
経
過
し
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

次
の
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
発
生
が
近
づ
い

て
い
る
と
の
緊
張
感
を
強
く
抱
く
と
と
も

に
、災
害
対
策
や
災
害
に
対
す
る
心
構
え
、

備
え
の
大
切
さ
を
改
め
て
認
識
し
た
年
と

な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
若
い
世
代
の
方
々
に
本
町
議
会

へ
の
関
心
を
高
め
て
い
た
だ
き
、
と
も
に

町
の
未
来
を
考
え
る
契
機
と
い
た
し
た
い

と
の
思
い
か
ら
、「
未
来
の
藍
住
町
」と
題

し
、
藍
住
町
議
会
夏
休
み
絵
画
コ
ン
ク
ー

ル
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
本
町
の
小
・

中
学
校
か
ら
１
６
８
作
品
を
お
寄
せ
い
た

だ
き
、
未
来
へ
の
思
い
が
込
め
ら
れ
た
全

作
品
を
本
町
議
会
議
事
堂
に
展
示
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。今
後
も
、

様
々
な
取
組
を
通
し
て
町
民
の
皆
様
と
一

体
と
な
り
進
ん
で
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。

　
今
年
４
月
に
本
町
は
町
制
施
行
70
周
年

と
い
う
節
目
を
迎
え
ま
す
。
藍
住
町
議
会

と
い
た
し
ま
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み

を
振
り
返
り
な
が
ら
、
二
元
代
表
制
の
一

翼
を
担
い
、
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、

花
と
緑
と
太
陽
の
町
、
未
来
に
向
か
っ
て

伸
び
つ
づ
け
る
町
、
藍
住
町
を
築
き
上
げ

る
た
め
の
議
会
運
営
に
全
力
を
傾
け
る
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
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次の方は鳴門税務署で申告してください

・新築住宅以外の住宅借入金等特別控除

・上場株式以外の譲渡所得

・土地や建物の譲渡所得

・退職所得

・先物取引、暗号資産の雑所得

・消費税

・贈与税

・相続税

※�上記以外でも申告の内容によっては、鳴門税務署（☎685・4101）での申告を案内する場合がありますので、

ご了承ください。

※�鳴門税務署での申告受付は2月17日（月）からです。開始の時期が町会場と異なりますのでご注意ください。

税務署申告会場への入場には、入場整理券が必要ですので、事前に税務署にお問い合わせください。

申告は自宅で

　国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」では、スマートフォンやパソコンから画面の案内に従って

入力するだけで確定申告ができますので、積極的にご活用ください。

申告相談日程

　地区指定日に都合がつかない方は、期間内の都合が良い日をご利用ください。

　申告期間中は、大変混雑する場合があります。長時間お待たせすることもあるかと思いますが、ご理解と�

ご協力をお願いします。

申　告　日 地　区 申　告　日 地　区
２月14日（金） 勝瑞（混雑が予想されます。） ３月３日（月） 矢上
　　17日（月） 勝瑞（混雑が予想されます。） 　　４日（火） 奥野
　　18日（火） 勝瑞 　　５日（水） 奥野
　　19日（水） 乙瀬・笠木 　　６日（木） 奥野
　　20日（木） 乙瀬・笠木 　　７日（金） 東中富
　　21日（金） 住吉 　　10日（月） 東中富
　　25日（火） 住吉 　　11日（火） 徳命
　　26日（水） 住吉 　　12日（水） 徳命
　　27日（木） 矢上 　　13日（木） 富吉
　　28日（金） 矢上 　　14日（金） 富吉

　　17日（月） 予備日（混雑が予想されます。）

問 税務課（☎637・3117）

鳴門税務署
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申告相談期間　２月14日（金）～３月17日（月）
申告相談会場　役場１階町民ホール（受付：税務課）
受 付 時 間　�午前８時30分～11時30分　※午前11時30分以降の受付は午後1時以降の案内となります。�

午後１時～４時

申告が必要な方
１　令和７年１月１日現在、藍住町に住所を有し、令和６年中に所得があった方
２　給与所得者で次の要件に該当する方
　　・給与所得以外に営業・農業・不動産等の所得がある
　　・２か所以上から給与の支払を受けている
　　・令和６年中に退職し、その後就職をしなかったために年末調整を受けていない
３　公的年金の収入がある方で、年金の収入以外に給与・営業・農業・不動産等の所得がある方
４　新築住宅の住宅借入金等特別控除、医療費控除、寄附金控除その他控除を受けようとする方
５　国民健康保険・介護保険・後期高齢者医療保険に加入している方
　　令和６年中に所得がない場合でも、保険税及び保険料の軽減判定を受けるためには申告が必要です。
６　町営住宅に入居している方
　　令和６年中に所得がない場合でも、家賃算定のため申告が必要です。
７　保育所利用者（保護者）
　　令和６年中に所得がない場合でも、保育料算定のため申告が必要です。

申告相談に必要なもの
１　該当する所得がある場合
　　・給与や年金の源泉徴収票、報酬の支払調書
　　・営業、農業、不動産所得の収支内訳書
　　　必ず事前に作成しておいてください。作成されていない場合は、当町では受付できません。
　　・満期保険金など一時金の支払内訳書
２　該当する控除がある場合
　　・社会保険料控除、生命保険料控除、地震保険料控除
　　　保険料控除証明書
　　・医療費控除
　　　�医療費控除の明細書（領収書や保険などの補てん金を計算して、必ず事前に作成しておいてください。

作成されていない場合は、当町では受付できません。）
　　・障害者控除
　　　�身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳、障害者控除対象者認定書（一定の要件を満たし

た方に役場健康推進課介護保険室で交付）
　　・寄附金控除
　　　寄附金受領証明書
３　その他
　　・還付がある場合は、申告者本人名義の振込口座がわかるもの
　　・本人及び扶養親族のマイナンバーカード

確定申告相談のご案内確定申告相談のご案内
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国民年金保険料は口座振替・クレジットカードでの納付がお得です国民年金保険料は口座振替・クレジットカードでの納付がお得です
　国民年金保険料の納付には、口座振替がご利用いただけます。
　口座振替は、当月分の保険料を当月末に振替納付することにより、月々60円割引となる「早割制度」や、現金
納付よりも割引額が大きい「６か月前納」、「１年前納」、「２年前納」もあり大変お得です。
　令和７年４月以降の保険料で口座振替またはクレジットカード納付を利用するためには、２月28日（必着）�
までに手続をする必要がありますのでご注意ください。
　また、保険料の納付には口座振替、現金納付、クレジットカード納付、電子納付がご利用いただけます。�
詳細はお問い合わせください。　　　　　 問  徳島北年金事務所（☎６５５・０２００）、町住民課（☎６３７・３１１３）

ハ～イこくねんです！

申告・納付・質問は、いつでも待たずに自宅から！
昨年の所得税の確定申告の75％は、e-Taxで提出！
必要なのは、マイナンバーカード※とスマホ・パソコンだけ！
※ご利用に当たって、以下の２種類のパスワードが必要です。
　ご不明な場合、住民票のある市町村の窓口やコンビニで、再設定が可能です！
　・英数字６～16桁のパスワード（署名用電子証明書用）
　・数字４桁のパスワード（利用者証明用電子証明書用）

申告

国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」から画面の案内に従っ
て金額などを入力するだけ！
今年分から、所得税の全ての画面でスマホでの操作がしやすくなり、 
贈与税もスマホで申告可能に！
マイナポータル連携で、給与（※１）・公的年金・特定口座の収入金額や
各種控除（※２）の金額が自動入力！
※１ 勤務先がe-Taxで源泉徴収票を提出していることが必要です。
※２ �医療費、ふるさと納税、社会保険、生命保険、地震保険、iDeCo、

小規模企業共済掛金、住宅ローン控除が該当します。

納付
振替納税のほか、e-Taxから申告すれば、
・クレジットカードやスマホアプリでも簡単納付！
・より簡単な操作で口座振替（ダイレクト納付）！
・還付金の振込も早い！（紙申告：１か月半 → e-Tax：３週間）

質問 申告内容に関するご質問は、AIチャットボット「ふたば」が24時間回答！

確定申告会場への入場は「入場整理券」が必要です！
　入場整理券の配付状況によっては、後日の来場をお願いすることもあります。
◆開 設 期 間：２月17日（月）～３月17日（月）（土日、祝日を除く。）
◆相談受付時間：午前８時30分～午後４時（相談開始 午前９時～）　※書類提出受付：午前８時30分～午後５時
※�確定申告会場では、ご自身のスマートフォンを用いた申告書作成指導を行っています。スマ－トフォンをお持ちの方は 

ご持参ください。
　マイナンバーカードをお持ちの方は、２種類のパスワード※を確認の上、ご持参ください。
　※英数字６〜16桁のパスワード（署名用電子証明書用）、数字４桁のパスワード（利用者証明用電子証明書用）

《入場整理券の入手方法は・・・》

オンラインで事前発⾏
⇦ �国税庁LINE公式アカウントの 

友だち追加はこちらから！

⼜は
 確定申告会場で当⽇配付
入場整理券の当日の配付状況は、
国税庁ホームページに掲載！

※�申告書等の提出のみで
あれば、入場整理券は
不要です。

詳細はこちら

詳細はこちら

詳細はこちら

こちらから
アクセス！

こちらから
アクセス！

　　 鳴門税務署　☎685・4101問

鳴 門 税 務 署 か ら の お 知 ら せ
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今　月　の　納　税　・　納　付
町税・保険料 納期限 ●�口座振替をご利用の方は、前日までに口座へご入金

ください。
●�口座振替契約を解除するには、解約手続が必要です。
転出・婚姻等、世帯状況に異動があった場合でも、
自動的に解約となりません。

① 町県民税 ４期

１月31日（金）国民健康保険税 ７期
② 介護保険料 ７期
③ 後期高齢者医療保険料 ６期
●�コンビニエンスストア、スマートフォン決済アプリ「LINE Pay」で納付する場合、納付期限を過ぎているもの及び納付
書１枚あたりの税額が30万円を超える納付書は利用できませんのでご注意ください。
●�地方税統一ＱＲコードを使用した納付が可能です。�
利用方法など詳細は、地方税お支払サイトをご確認�
ください。

　　 ①に関すること　税　務　課（☎６３７・３１１７）
　　②に関すること　介護保険室（☎６３７・３３１１）
　　③に関すること　健康推進課（☎６３７・３１１５）

問

地方税お支払サイト
地方税のお支払が便利・簡単に‼

eL マーク eL-QR eL 番号

スマホや
パソコンで
お支払が可能です

※�「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です。 地方税お支払サイト

　償却資産とは、個人（法人）で工場や商店、農業及び不動産業などを営んでいる方が、その事業のために用い
る構築物、機械、設備、器具、備品などの有形固定資産です。また、個人住宅の太陽光発電設備でも発電出力
が10kw以上の場合は償却資産に該当します。
　町内に償却資産を所有されている方は、１月１日現在の資産所有状況を１月31日(金)までに税務課へ申告して
ください。
　なお、償却資産を所有されている方で令和７年度償却資産申告書が届いていない場合は、必要書類を送付し
ますので、税務課までご連絡ください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 問 税務課（☎637・3117）

　９月に敬老祝券3,000円分、11月に福祉商品券7,000円分を対象者の方へお送りしています。
　町内にお住まいで、不在のため商品券を受け取れなかった方は、役場で保管をしておりますので、お問い合
わせください。
　なお、利用期限は１月31日（金）までとなっておりますので、お早めにお越しください。
受取りに必要なもの
　・不在票　・本人確認書類（マイナンバーカード・免許証等）　・印鑑　　　　　  問 福祉課（☎637・3114）

償却資産（固定資産税）の申告はお済みですか？償却資産（固定資産税）の申告はお済みですか？
申告は１月31日（金）までに申告は１月31日（金）までに

あいずみ商品券は届いていますか？
利用期限は１月31日（金）です

迷惑電話防止機能付電話機等購入補助金の申請は
令和７年１月31日（金）まで

【対 象 者】 40歳以上の方　　　　　　　　　【対象機器】 優良防犯電話で自動応答録音機能付きの固定電話
【補助金額】 購入金額の1/2（上限額１万円）　　※通信販売での購入は補助対象外です。

※詳細はお問い合わせください。 申・問　産業支援室（☎637・3120）

STOP!
特殊詐欺 　悪質な電話勧誘販売や振り込め詐欺等の特殊詐欺は、電話に出なければ被害を

未然に防ぐことができます。藍住町では、迷惑電話防止機能付電話機等の購入費
の一部を補助しています。
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〇ごみは、「燃やせるごみ」、「廃プラスチック類」、「金属」、「ガラス・陶器類」、「空き缶」、「空きビン」に分別してください。
※�「燃やせるごみ」にガラスや金属などが混ざっていると、収集や選別をする職員が怪我をしたり、焼却炉が故障

する場合があります。
〇ペットボトルは、専用の回収箱を設置した場所へ出してください。
〇�指定ごみ袋に油性マジック等で氏名を記入し、決められた場所へ指定された日の午前８時30分までに出して

ください。
〇�粗大ごみ(電気製品・家具類・寝具類等)は有料です。ごみ集積所場には出せませんので、西クリーンステーショ

ンに料金と併せてお持ち込みください。
※受付時に「本人及び住所確認」を行います。必ず運転免許証等住所氏名が分かるものをご持参ください。
〇�「処理をする際に危険を伴うもの、産業廃棄物、医療系廃棄物」などは、町で受入れできません。販売店や専門

の処理業者にご相談ください。
※�詳細は「ごみ収集カレンダー・ごみ分別ガイドブック」でご確認ください。 

町ホームページからもご覧いただけます。　　　　　 問 西クリーンステーション （☎692・7411）

ごみの出し方を再確認！

　町では、公共施設の予約手続がいつでもどこでも簡単にできるよう
公共施設予約システムを導入しました。
　スマートフォンやパソコンから施設の空き状況の確認や予約手続が
できるようになりますので、ぜひご活用ください。

対象施設 問合せ先
（施設の利用・予約に関すること）

総合文化ホール ☎637・3344
町民体育館（トレーニング室を除く）

☎692・1115
体育センター
東中富桜づつみ公園バーベキューエリア ☎637・3116（生活環境課）

利用方法	� 藍住町公共施設予約システム（https://k4.p-kashikan.jp/ 
town-aizumi/）にアクセスしてご利用ください。

	 町公式LINEのリッチメニューからでもアクセスできます。

システムでできることとスケジュール（予定）

・システム機能は対応準備が整い次第、順次開放していく予定です。
・施設予約を行うには、現在各施設をご利用中の方・団体であっても、利用者登録が必要となります。
・空き状況の確認は、利用者登録をせずに行うことができます。
・施設使用料の町内料金を適用する場合は、利用者登録に施設窓口での本人確認が必要となる場合があります。
・これまでどおり施設窓口で予約手続することもできます。

問 システムに関すること　政策推進室（☎637・3124）

＜公共施設予約システム＞

＜町公式LINEリッチメニュー＞

24時間ＯＫ！
公共施設予約がオンラインで！

藍住町

メニュー ▼

Hello!

藍住町公式ホームページ

藍住町公共施設予約システム

広報あいずみ最新号

過去の配信情報はこちら
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特定健診の受診期限は１月31日（金）です！
　特定健診受診券は、７月上旬に黄緑色の封筒でお送りしています。受診券の有効期限が近づいていますので、
お早めにご利用ください。対象者の方で、受診券がお手元にない方は、健康推進課までご連絡ください。

対 象 者　40歳から74歳までの町国民健康保険加入者
自己負担金　1,000円
実 施 期 間　令和７年１月31日（金）まで
※町国民健康保険加入者以外の方の特定健診については、加入している健康保険の保険者へお問い合わせください。

問 特定健診受診券に関すること　健康推進課（☎637・3115）
　　健診結果説明及び特定保健指導に関すること　保健センター（☎692・8658）

風しん抗体検査及び第５期定期接種のお知らせ
　次の対象者に、風しんの抗体検査及び定期予防接種（風しん第５期定期接種）を実施しています。
対 象 者　昭和37年４月２日から昭和54年４月１日生まれの男性
実 施 期 間　�抗体検査及び第５期定期接種ともに「令和７年２月末まで」です。抗体検査を受けてから結

果が出るまでに時間を要するため、ご希望の方は、お早めに抗体検査を受けてください。
クーポン券について　�今年度発行しているクーポン券が必要です。対象の方には、令和６年４月に個人通知をし

ています。
※�クーポン券を紛失されている方や転入によりお手元に本町のクーポン券がない方は、保健センターまでお問合

せください。
※クーポン券を使用して、風しんの抗体検査及び予防接種を実施できるのは、「それぞれ１回限り」です。
　�抗体検査の結果、陰性の方は、定期接種の対象になります。また、低抗体の方については、接種後に保健セン

ターで申請をすることで一部助成が受けられます。
問 保健センター（☎692・8658）

　町では、老朽化が進む老人福祉センター「藍翠苑」や勤労女性センターを複合化するとともに、新たな施設機能
を付加することによって、町民の幸せやまちの賑わいを創出する施設となる（仮称）藍住町世代間交流施設の整備
を計画しています。
　この度、施設の整備方針等をまとめた基本計画（案）を作成しましたので、町民の皆さんからのご意見
を募集します。
　基本計画（案）は、町ホームページ又は政策推進室で閲覧することができます。皆さんの幅広いご意見をお寄せ
ください。
意見提出期限　２月13日（木）必着　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 問 政策推進室（☎637・3124）

　本年のバーベキューエリアの受付開始は、２月３日（月）からとなります。藍住町に在住の方は、一般予約に 
先行して抽選予約ができますので、是非ご活用ください。
■ 抽選予約（藍住町に在住の方）　２月３日（月）から２月７日（金）正午まで
■ 一般予約　　　　　　　　　　２月10日（月）から　※先着順となります。
　詳細は、町ホームページをご覧ください。　　　　　　　　　　　　　　　 問 生活環境課（☎637・3116）

（仮称）藍住町世代間交流施設整備事業
基本計画（案）についてご意見を募集中です

令和７年の東中富桜づつみ公園バーベキューエリアの予約受付について



　令和６年11月15日から12月16日に、町制施行70周年を記念した
藍住町ブランドロゴを決めるための投票を行いました。
　投票の結果、全体で3,944票の投票があり、そのうち1,869票
を得票したA案をブランドロゴに決定しました。
　ブランドロゴは、70周年記念事業をはじめ、町の事業で活用し
ていく予定です。

問 政策推進室（☎637・3124）

藍住町町制70周年記念藍住町町制70周年記念
藍住町ブランドロゴが藍住町ブランドロゴが
決定しました！決定しました！
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　12月19日に北島自動車学校で高齢者交通安全講習会を開催しました。　12月19日に北島自動車学校で高齢者交通安全講習会を開催しました。
　この講習会は年末年始の交通安全県民運動に伴う啓発活動として実施したもので、藍住町内の65歳以上の方を　この講習会は年末年始の交通安全県民運動に伴う啓発活動として実施したもので、藍住町内の65歳以上の方を
対象に20人の方々に参加して頂きました。対象に20人の方々に参加して頂きました。
　講習会では自動車学校の指導員から視力検査や実車による　講習会では自動車学校の指導員から視力検査や実車による
発進時の対応、急ブレーキや見通しが悪い交差点の通行方法発進時の対応、急ブレーキや見通しが悪い交差点の通行方法
など、今後の交通事故防止に向けた指導がありました。など、今後の交通事故防止に向けた指導がありました。
　受講者からは、「加齢による体力の衰えを再認識した。」など　受講者からは、「加齢による体力の衰えを再認識した。」など
運転に不安を感じる声がありました。運転に不安を感じる声がありました。
　近年、運転の慣れからの油断や判断の誤りを原因とした�　近年、運転の慣れからの油断や判断の誤りを原因とした�
高齢者の交通事故が相次いでいます。高齢者の交通事故が相次いでいます。
　自らの判断能力をしっかりと認識し、交通事故の防止に�　自らの判断能力をしっかりと認識し、交通事故の防止に�
努めましょう。努めましょう。

  問 建設産業課 （☎637・3122）

　11月15日に「正法寺川を考える会」が「体験型ふるさとの川環境　11月15日に「正法寺川を考える会」が「体験型ふるさとの川環境
観察学習会」を開催し、前回に続き藍住北小学校の５年生が参加観察学習会」を開催し、前回に続き藍住北小学校の５年生が参加
しました。しました。
　この学習会は１年間を通して行われるもので今年度の野外での　この学習会は１年間を通して行われるもので今年度の野外での
活動は２回目となります。観察は、水質・魚・野鳥・水生生物の活動は２回目となります。観察は、水質・魚・野鳥・水生生物の
４グループに分かれ、みどり橋より上流へ東中富親水公園まで移４グループに分かれ、みどり橋より上流へ東中富親水公園まで移
動しながら行われました。動しながら行われました。
　子どもたちは、意欲的に学習に取り組み、実りのある学習会に　子どもたちは、意欲的に学習に取り組み、実りのある学習会に
なりました。なりました。
　なお、この学習会は、文部科学省が推進する「地域学校協働活動」　なお、この学習会は、文部科学省が推進する「地域学校協働活動」
として平成17年度から行われており、今年度で20年目となります。として平成17年度から行われており、今年度で20年目となります。

自動車学校で高齢者の交通安全講習

正法寺川環境観察学習会を開催

　藍住町の頭文字「A」の形をモチーフに、様々
な深みのある藍染めの布が天日に干されて風
になびく様子を表現したロゴ案。
　重ねて染めていくことで色が深く変化する藍
染めが風になびく姿は、社会動向などによって
藍住町に新しい風が吹き、その風（新しい価値
観など）を受け入れながら魅力ある町としてあ
り続ける藍住町を表現しています。
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河北町から友好のりんごが届きました河北町から友好のりんごが届きました

　
チ
ケ
ッ
ト
は
総
合
文
化
ホ
ー
ル
窓
口
で
販

売
し
て
い
ま
す
。

※�

町
民
券
の
取
扱
い
は
ホ
ー
ル
窓
口
の
み
。

購
入
の
際
は
住
所
確
認
が
で
き
る
も
の
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※�

イ
ベ
ン
ト
に
関
す
る
詳
細
や
最
新
情
報
、

電
子
チ
ケ
ッ
ト
の
購
入
等
は
総
合
文
化

ホ
ー
ル
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
各
イ
ベ
ン
ト
情
報

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問 

総
合
文
化
ホ
ー
ル

（
☎
６
３
７・３
３
４
４
）

第
６
回
わ
ろ
て
な
！
狂
言
会

日

時　
２
月
16
日（
日
）

　
　
　
　
午
後
２
時
か
ら

場

所　
大
ホ
ー
ル

入
場
料　
（
全
席
指
定
席
）

　
　
　
　
一
般
２
千
円

　
　
　
　
高
校
生
以
下
５
０
０
円

　
　
　
　

�

藍
住
町
民
券
１
５
０
０
円（
前
売
り
の
み
）

※
当
日
は
５
０
０
円
増

助

成　

�

徳
島
県 

と
く
し
ま
文
化
・
未
来

創
造
支
援

０
歳
か
ら
の

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

日

時　
３
月
２
日（
日
）

　
　
　
　
午
前
11
時
か
ら

場

所　
大
ホ
ー
ル

入
場
料　
（
全
席
指
定
席
）

　
　
　
　
一
般
１
５
０
０
円

　
　
　
　
子
ど
も（
４
歳
～
中
学
生
）５
０
０
円

　
　
　
　
藍
住
町
民
券
千
円（
前
売
り
の
み
）

※
当
日
は
５
０
０
円
増

※�

３
歳
以
下
膝
上
鑑
賞
無
料（
大
人
１
人
に

付
き
お
子
様
１
人
）。

　
た
だ
し
、
お
席
が
必
要
な
場
合
は
有
料
。

※�

小
学
生
以
下
の
お
子
様
だ
け
で
の
入
場
不

可

合
唱
構
成「
ぞ
う
れ
っ
し
ゃ
が

や
っ
て
き
た
」２
０
２
５

～
こ
ど
も
た
ち
の
夢
を
う
た
に

の
せ
て
～

日

時　
３
月
20
日（
木
・
祝
）

　
　
　
　
午
後
２
時
か
ら

場

所　
大
ホ
ー
ル

入
場
料　
（
全
席
自
由
席
）

　
　
　
　
一
般
１
５
０
０
円

　
　
　
　
中
学
生
以
下
千
円

主

催　

�「
ぞ
う
れ
っ
し
ゃ
が
や
っ
て
き
た
」

コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会

藍住
町民券

電子
チケット

藍住
町民券

電子
チケット

　友好都市の山形県河北町から、旬の「ふじりんご」が届きました。みずみず
しく艶やかな色合いのりんごは、まさに河北町の紅花染めを思わせる贈り物
です。
　この新鮮なりんごは、保育所に提供しました。お昼寝から目覚めたばかり
の子どもたちに、甘い香りと鮮やかな色のりんごを見せると、目を輝かせて
喜ぶ姿が見られました。手に取ってその滑らかな表面を触ったり、重さを感
じたりしながら、子どもたちは五感を使ってりんごを感じていました。
　おやつの時間では、りんごを一口かじると、甘酸っぱい果汁が口いっぱい
に広がり、「おいし～！」と満足そうな笑顔が子どもたちの顔に浮かびました。
　旬のりんごを通じて、子どもたちは食べる楽しさだけでなく、自然の恵み
や季節の移り変わりを感じる貴重な経験となりました。
　河北町の皆さん、すばらしい贈り物をありがとうございました。
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後期高齢者医療制度　保険料の納付方法が変更できます後期高齢者医療制度　保険料の納付方法が変更できます
　後期高齢者医療保険料は、原則として年金から天引き（特別徴収）による納付となりますが、口座振替（普通徴収）
による納付に変更することができます。
　口座振替を希望される方は１月22日（水）までに健康推進課で申請手続をお願いします。
※�提出期限を過ぎても申出により口座振替に変更できますが、提出時期によって年金天引きの停止時期が異なり
ますので、ご注意ください。

〈申請に必要なもの〉
①後期高齢者医療被保険者証または後期高齢者医療資格確認書
②預金通帳
③通帳の届出印
※口座契約だけでは年金からの天引きを停止することができません。
※引き続き年金からの天引きを希望される方は、届出の必要はありません。
※口座振替に変更後、保険料に滞納が続くと、年金からの天引きに戻る場合があります。

問  健康推進課（☎637・3115）

　フレイルサポーターによる10分程度の簡単なフレイルチェックで一緒に健康長寿を目指しましょう！
　参加者にはフレイル予防グッズをプレゼント　※数に限りがあります。
　大塚製薬（株）協賛にて、フレイル予防の柱の１つである「栄養」に関する最新の情報もお伝えしています！ぜひお立
ち寄りください。
日　時：１月30日（木）午前11時～午後３時　場　所：ゆめタウン徳島　1階 セントラルコート　参加費：無料　
　　　　予約は不要です。ご都合の良い時間にお気軽にお越しください！
　　　　※感染症等の状況により、予告なく内容を変更・中止する場合があります。

問  地域包括支援センター　（☎637・3175）
　  フレイルサポーターの活動・養成講座に関すること　藍住町社会福祉協議会　（☎692・9951）

■フレイルとは？
　�　加齢とともに筋力や心身の活力が低下し、生活機能障害、要介護状態（日常生活を送る上で他者による何らかの

支援を要する状態）などの危険性が高くなった状態を『フレイル』といい、多くの高齢者が『フレイル』の段階を経て、
徐々に要介護状態に陥るといわれています。 『フレイル』の兆候を早期に発見し、積極的に予防や改善に取り組み
ましょう！
■フレイルの兆候
　・ なんとなく体調が優れない　　　　・ 美味しくものが食べられなくなった
　・ 足腰やお口周りに不安がある　　　・ 人づきあいが面倒　　　　　など…
　　フレイルには色々な側面があります！
■フレイル予防の３つの柱
<栄　　養>
　・「メタボ予防」から「低栄養予防」へ
　・噛む、飲み込む、話す等の口腔機能の衰え＝「オーラルフレイル」に注意！
<運　　動>
　・高齢期になると筋肉量が急激に減少
　・足腰の衰えの予防は毎日の習慣に「筋力トレーニング」を！
<社会参加>
　・自分に合った社会参加の方法を！　・ 積極的な「挨拶」　・散歩や買い物等「外出」　・ ボランティア活動等

　�　多面的な要素をもつ「フレイル」を予防するためには、「栄養」・「運動」・「社会参加」の3つの柱をバランスよく一体
的に実践することが重要です。「フレイル」の兆候に早く気づき、生活習慣を改善して「健康長寿」を目指しましょう！

※フレイル予防　実践ガイドブック　徳島県　第２版　参照

フレイル予防啓発イベントフレイル予防啓発イベント
～フレイルチェックをしてみよう～～フレイルチェックをしてみよう～

栄養栄養栄養

運動運動運動 社会
参加
社会
参加
社会
参加
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　令和６年度のあいずみスポーツクラブの教室等を受講された65歳以上の個人会員の方に対して、あいずみスポーツ
クラブの年会費の一部を申請により助成します。

対　象　者　次の全ての要件に該当する方
①65歳から74歳までの方（障害認定で後期高齢者医療被保険者の資格を取得した方は②の対象となります）
　・本町に住民票があり、本町介護保険被保険者の方
　・要介護（要支援）の認定を受けていない方及び介護予防・生活支援サービス事業対象者でない方
　・介護保険料に滞納がない方
　・令和６年度のあいずみスポーツクラブの教室を受講し、かつ、令和７年度も引き続き個人会員を継続される方

②75歳以上の方
　・本町に住民票があり、徳島県後期高齢者医療被保険者の方
　・後期高齢者医療保険料に滞納がない方
　・あいずみスポーツクラブの教室を受講された個人会員の方

※年齢要件は令和７年３月31日時点
※一度も教室や活動に参加していない方は助成の対象となりません。

助成金額　3,000円（上限）
※�令和６年度のあいずみスポーツクラブ年会費（個人会員会費及び保険料）として支払った
金額に応じて助成金額を決定します。

申請場所　あいずみスポーツクラブ（町民体育館内）
申請期限　１月31日（金）まで　※期限厳守

問  ①に関すること　介護保健室（☎637・3311）
　  ②に関すること　健康推進課（☎637・3115）

自転車用ヘルメットの購入を一部補助しています
～65歳以上の方・16歳以上18歳以下の方対象～

交通安全の推進のため、ヘルメットの購入費用を一部補助します。
対　象　者　本町に住民登録のある、次のいずれかの方
　　　　　①65歳以上の方（昭和35年４月１日より前に生まれた方）
　　　　　②16歳以上18歳以下の方（平成18年４月２日から平成21年４月１日までに生まれた方）
補助対象ヘルメット　�SG・JCF・CE（EN1078）・GS・CPSCのいずれかの安全認証マークの付いた新

品のヘルメット
補助金額　購入額の１／２（100円未満切捨て、上限3,000円） ※3月31日までの購入分が対象です。
　　　　　※１人につき１個かつ１回限り
申請方法　申請書類を郵送又は窓口に提出（受付時間　平日午前８時30分～午後５時）
申請書類　次のア、イの書類は建設産業課窓口で入手、又は町ホームページからダウンロードできます。
　　　　　　ア　藍住町自転車用ヘルメット購入費補助金交付申請書兼請求書
　　　　　　イ　誓約書兼同意書（アの裏面）
　　　　　　ウ　領収書の写し
　　　　　　エ　次のいずれか１点（窓口申請時に持参でも可）
　　　　　　　　・保証書
　　　　　　　　・取扱説明書等（安全基準を満たしていることが確認できるもの）
　　　　　　　　・安全認証マークが確認できるヘルメットの写真
　　　　　　オ　振込先口座を確認できるものの写し（通帳の見開き１ページ目全面など）
申請期限　令和７年３月31日（月）まで

申・問 建設産業課　〒771-1292 奥野字矢上前52-１（☎637・3122）

あいずみスポーツクラブの年会費を一部助成しますあいずみスポーツクラブの年会費を一部助成します
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水道管の凍結にご注意ください！水道管の凍結にご注意ください！
　冬期は、宅内の水道管が凍結するおそれがあります。凍結してしまうと水道が使用できないだけではなく、凍結による
水道管の破裂や漏水が発生し、修理費用や水道料金など多額の出費が必要となります。
　次の点に注意して、水道管の凍結を防止しましょう。
●夜の冷え込みにご注意！
　気温が氷点下になると、水道管が凍結し破裂することがあります。次のような水道管には凍結対策を行いましょう。
　・むき出しになっている水道管　・北向きにある水道管　・風あたりの強いところにある水道管
●凍結を防ぐには？
　水道管に保温材（布や毛布）を巻くと効果があります。
　※保温材が濡れると逆効果になります。上からビニールを巻くなど防水対策を行ってください。
●水道管が凍って水が出ないときは？
　・自然に溶けるまで待つ。・タオルなどを巻き付けて、ゆっくりぬるま湯をかける。
　※熱湯を急にかけると、水道管が破裂することがありますので注意してください。
●水道管が破裂したときは？
　水道メーターボックス内にある止水栓を閉め、指定給水装置工事店に修理を依頼してください。

問  上下水道課(☎637・3131)

☆冬季は積雪・凍結によるスリップ事故が多発
　●�積雪や凍結した道路ではスピードを控えめに、車間距離は十分に保ち、急ブレーキ・急ハンドル・急加速はやめましょう。
　●�積雪のない道路でも、橋の上や山間部の日陰では凍結している場合があります。速度を十分に落として慎重な運転を

心がけましょう。
　●早めに冬タイヤに交換し、タイヤチェーンを積んで降雪や凍結に気をつけましょう。
☆自転車乗車時のヘルメット着用の促進と交通ルールの遵守
　�　令和６年11月１日から、道路交通法の一部を改正する法律が施行され、自転車の「ながらスマホ」、
　「酒気帯び運転」の罰則が強化されました。
　●�交通ルールを守り安全運転を心がけましょう。
　●�自分自身の命を守るため、自転車に乗る時はヘルメットを着用しましょう。
☆夕暮れ時と夜間の交通事故防止及び飲酒運転等の根絶

●�夕暮れ時には早めのライト点灯をしましょう。
●�思いやりの運転を心がけましょう。

●�明るく目立つ色の服装や反射材を身につけましょう。
●�早めのライト点灯をしましょう。
●�自転車は反射材を取付けましょう。

実在する事業者をかたり未納料金を請求する詐欺に注意実在する事業者をかたり未納料金を請求する詐欺に注意

困ったときは、消費生活センターに相談しましょう。困ったときは、消費生活センターに相談しましょう。

《事�　例》 大手通信会社を名乗り「電話料金が未払になっている。支払わなければ法的手続を取る。」と
電話があった。コンビニで電子マネーカードを購入するように言われ、店員に聞かれた場合は「自分
で使う」と答えるよう指示され、30万円分の電子マネーカードを購入しカード番号を教えた。

《対　策》
●�電話で身に覚えのない未納料金を請求されても相手にせず、無視してください。（未納請求は文書

で通知されます）
●�非通知や知らない番号からの電話には出ない、かけ直さないことがトラブル防止に効果的です。
●不明な点がある場合は、事業者の本来の連絡先を自分で調べて、問い合わせてください。
●�コンビニ等で電子マネーカードを購入するよう指示し、カード番号を教えさせる手口は全て詐欺です。

場　　所　　藍住町消費生活センター（役場2階）
電　　話　　（☎088・679・1848）　相談時間　　平日　午前9時～午後4時

冬 季 の 交 通 事 故 防 止冬 季 の 交 通 事 故 防 止

ドライバーの皆さんは… 歩行者・自転車乗用者の皆さんは…

申・問 建設産業課（☎６３７・３１２２）
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「知ってください。「知ってください。
　　　　  視覚障がい児・者のこと」　　　　  視覚障がい児・者のこと」

●藍住町スローガン●
守れ人権 許すな差別

人権標語人権標語 藍住中学校生徒作品

さけないで　それが一番　きずつくの 		  １年　岡川　　葵
みんなの声　みんなの意見を　よく聞いて	 １年　西川　歩花
できるはず　一人ぼっちが　いない世界		 １年　鈴木　　花
見て見ぬふり　すればするほど　罪悪感		 ２年　肥田結愛乃
勇気出せ　相談しよう　一人じゃないよ		 ２年　大北　彩未
その言葉　伝える前に　考えよう		  ３年　髙岡　心実

　視覚障がいとは、眼から脳までの器官で何らかの障害が生じて、見えにくくなったり、見えなくなったりし
た状態で、かつ治療や眼鏡などの矯正によっても十分に改善されない状態です。視覚障がいのある方たちがど
のようなものを活用しているのか、少し紹介します。
・単

たんがんきょう

眼鏡
　　外出時に案内板や料金表を見たり、授業中に黒板を見たりする等、近づくことのできない遠くにあるもの
を拡大して見る道具です。遠くを見る時単眼鏡ではなく、携帯電話やタブレット端末のカメラ機能を使って、
拡大している方もいます。

・点　字
　　1825年、フランスでルイ・ブライユが発明しました。６つの点を組み合わせて表記されます。明治23年、今の筑波大学附属
視覚特別支援学校で、日本で使える点字の研究がされ、50音にあてはめた点字が決定されました。手で読む字を点字というの
に対し、私たちが日頃使っている目で見て読む字を墨

すみ

字
じ

といいます。
・視覚障害者誘導用ブロック（点字ブロック）
　　街中でよく見かけるようになった黄色い正方形のブロックは、1967年、三宅精一さんによって考案され岡山県に設置された
のが世界初の点字ブロックです。発明当初はコンクリートの灰色だったそうです。直線のブロックは前進のための誘導ブロック、
点のブロックは一時停止や方向転換などを知らせる警告ブロックとなっており、事故を回避しながら歩行することができます。
周囲の人は、点字ブロックの上やその周辺には立ち止まらないことや、自転車や看板、荷物などを置かないことが大切です。

・白
は く

　杖
じょう

　　歩行する時に使っている白色の杖です。白杖には路面状態や障害物などが自分の前にないかを確認し、安全性を高める役割、
杖先から地面の状況や突然の変化を察知するなど、路面の情報を収集する役割、視覚障がいがあることを周囲の人に知らせるシ
ンボルとしての役割があります。もしも、街中で困っている人を見かけたら、すすんで声をかけ、みんなでサポートしましょう。

・遮
し ゃ

光
こ う

眼
め が ね

鏡
　　まぶしさによって見えにくさを感じる方が使用します。サングラスとは違い、まぶしさを除去、軽減するだけでなく、コント
ラストの向上で輪郭をはっきりさせて、掛けても暗くならず明るく、全体的に見やすくなります。

では、どんなサポートの仕方があるのでしょうか。二つ紹介します。
・手引き
　　手引き歩行は視覚障がいの方が、安全に歩行するための方法の一つです。初めて歩く場所や、歩き慣れていてもいつもと状況
が変わっている場合（大勢での移動や災害時の避難など）は、手引き歩行が必要になります。手引きをする時は、「ご一緒しましょ
うか。」など声をかけてから、半歩前に立ち、左右どちらかのひじの上あたりを持ってもらい、道幅や段差、階段など周囲の様子
を伝えながら安全に手引きします。こちらから肩をもったり、手を掴んで引っ張ると歩きづらかったり危険になったりすること
もあるので、注意が必要です。

・クロックポジション
　　視覚障がいのある方に物の位置を伝えるための手段です。アナログ時計の文字盤に見立てる説明方法で、当事者から見て手前
が６時、正面奥が12時、右側が３時、左側が９時になります。テーブルで「７時の場所にご飯、５時の場所にみそ汁、12時にハ
ンバーグがあります。」と説明したり、 「10メートル進んで２時の方向に受付があります。」と、伝えたりと、広い空間でも活用で
きます。

　一般に視覚障がいと言っても、その原因や見え方、見えにくさは人それぞれです。また、それぞれの経験や生活の仕方によって困っ
ていることも違ってきます。私たちは、自分のものさしではなく、目の前の人に必要としている支援ができるよう、まずは声かけ
から始めてみましょう。そうすることで全ての人に住みやすい町になるのではないでしょうか。

藍住町人権教育推進協議会運営部会　日下　実香
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主な教室
教 室 名 対象者 開催日 場　所 主な内容

一 　
　
　
般

太極拳 おとな 毎週月曜日
午後１時30分～３時

町民体育館 
2階広場

深い呼吸で自律神経のバランスを整え、
全身に気を巡らせよう！

スッキリ体操 おとな 毎週火曜日
午前９時30分～10時30分

町民体育館 
会議室

膝痛・腰痛の方でも安心安全。お喋り
しながら心も体もスッキリ！

エンジョイ
ラージボール おとな 毎週水曜日 

午前９時～10時30分
町民

体育館
ラリーを続けて嬉しさアップ♪楽しみ
ながらも本気で勝負！

チェアエクササイズ 
＆ストレッチ おとな 毎週木曜日

午後１時30分～２時30分
町民体育館 
2階広場

ストレッチと共にリズムに合わせてチェアビク
ス♪ちょいトレもあるよ♪（ヨガマット持参）

屋内グラウンド
ゴルフ おとな 毎週金曜日 

午前10時45分～午後０時15分
町民

体育館
誰でもできてルールも簡単♪目指せ、
ホールインワン！

幼
児
・
児
童

スマイルキッズ ４・５歳児 毎週木曜日 
午後３時30分～４時30分

町民
体育館 走！跳！投！楽しく体を動かそう！

たいいく 塾 小学
１～６年

毎週土曜日 
午前９時30分～11時

体育
センター

適切な運動の実践を通して身体の健全
な発達を促そう！

ミニサッカー（Ａ） 幼～
小学１年

毎週土曜日 
午後３時30分～４時30分

体育
センター

ドリブル・パス・シュート、コーディネーシ
ョンをフル活用して運動神経を高めよう！！

ミニサッカー（Ｂ） 小学
２～６年

毎週土曜日 
午後４時45分～６時

体育
センター

フェアプレイ精神を育てます！チーム
ワークを大切にしよう！

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
系

※Ｎｉｋｏｎｉｋｏ
　エアロ おとな 毎週月曜日 

午前９時30分～10時30分
町民

体育館
年齢や経験に関係なく、誰でも安心して楽しく動
こう！ついつい笑顔がこぼれみんなでNikoniko♪

※ＺＵＭＢＡ® おとな 毎週月曜日 
午後１時～２時

町民
体育館

ラテン音楽を中心に、世界中の様々な音楽に
合わせて♪見よう見まねで自由に楽しもう！

※姿勢改善
　ストレッチヨガ おとな 毎週月曜日 

午後７時～８時15分
町民体育館 

会議室
正しい姿勢は健康になるための第一歩!!簡単ゆった
りストレッチヨガで目指せ美姿勢♪（ヨガマット持参）

※ステップ&
　エアロ おとな 毎週木曜日 

午後１時30分～２時30分
町民

体育館
ステップエクササイズで持久力・体力の向上を
目指そう！膝上げや膝曲げ動作で筋力アップ♪

※リラックス
　アロマヨガ おとな 毎週木曜日 

午後８時～９時15分
町民体育館 

会議室
アロマの香りに癒やされながら気持ちよ～く体
を動かしヨガを楽しもう♪（ヨガマット持参）

※燃焼エアロ おとな 毎週金曜日 
午前10時30分～11時30分

町民体育館 
2階広場

体を整えるストレッチとシンプルなエア
ロで脂肪燃焼しよう♪（ヨガマット持参）

※印の教室は特別受講料が必要です。

◎他にも様々なプログラムをご用意しています。お気軽にお問い合わせください。
　詳細は1月26日(日)の折込チラシをご確認ください。（チラシは藍住町町民体育館内にも置いています。）

 申 ・問 NPO法人 あいずみスポーツクラブ（☎692・5000）

◎申込開始　２月４日(火)から
令和７年度の会員を募集します。４月から運動習慣を始めてみませんか。

令和７年度 あいずみスポーツクラブ新規会員募集

情情　　報報
NOWNOW
情　報
NOW

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

日

時　
３
月
２
日（
日
）午
前
９
時
か
ら

場

所　
町
民
体
育
館

種

目　
個
人
戦

　
　
　
　
　
　
男
子
ダ
ブ
ル
ス
１
部
～
４
部

　
　
　
　
　
　
女
子
ダ
ブ
ル
ス
１
部
～
４
部

　
　
　
　
　
　
混
合
ダ
ブ
ル
ス
１
部
～
４
部

※�

ダ
ブ
ル
ス
で
出
場
す
る
部
門
は
自
己
申
告

で
す
。

※�

男
子
・
女
子
ダ
ブ
ル
ス
と
混
合
ダ
ブ
ル
ス

は
兼
ね
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

参
加
資
格　
町
内
在
住
又
は
在
勤
の
方

参
加
費　
１
人
に
つ
き
５
０
０
円

※�

大
会
当
日
に
本
部
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
２
月
17
日（
月
）必
着

※�

事
故
等
の
責
任
は
負
え
ま
せ
ん
の
で
、
十

分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

昼
食
時
間
は
特
別
に
設
け
ま
せ
ん
の
で
、

各
自
で
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
シ
ャ
ト
ル
は
大
会
本
部
が
用
意
し
ま
す
。

申
・
問 

教
育
委
員
会

（
☎
６
３
７・３
１
２
８
）



No 972No 972 ■ ■ 広報あいずみ広報あいずみ1717

町
内
マ
ラ
ソ
ン
大
会

日

時　
２
月
２
日（
日
）小
雨
決
行（
延
期
な
し
）

　
　
　
　
　
受
付
開
始　
午
前
８
時
30
分

　
　
　
　
　
開
会
式　
　
午
前
９
時

場

所　
河
川
敷
運
動
公
園（
名
田
橋
東
側
）

種

目　
小
学
１
～
４
年
生　
男
女
１
km

　
　
　
　
　
小
学
５
～
６
年
生　
男
女
２
km

　
　
　
　
　
中
学
・
高
校
生　
　
男
女
３
km

　
　
　
　
　
一
般　
　
　
　
　
　
男
女
３
km

　
　
　
　
　
４０
歳
以
上　
　
　
　
男
女
３
km

対
象
者　
町
内
在
住
又
は
在
勤
の
方

申
込
期
限　
１
月
１７
日（
金
）ま
で

申
込
先　
小
・
中
学
生
は
各
学
校

　
　
　
　
　
高
校
生
以
上
は
教
育
委
員
会

主

催　

�

町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
、
藍
住
町
、

町
教
育
委
員
会

申
・
問 

教
育
委
員
会

（
☎
６
３
７・３
１
２
８
）

健
康
づ
く
り
講
座

日

時　
１
月
31
日（
金
）午
前
10
時
～
11
時

　
　
　
　
　
（
受
付
開
始　
午
前
９
時
45
分
）

場

所　
総
合
文
化
ホ
ー
ル
１
階

　
　
　
　
　
多
目
的
室

内

容　
講
座「
高
血
圧
に
関
す
る
あ
れ
こ
れ
」

講

師　

�

岩
瀬　
司　
氏
（
徳
島
大
学
病

院　
慢
性
疾
患
看
護
専
門
看
護

師/

脳
卒
中
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
看
護
認
定
看
護
師
）

対
象
者　
町
内
在
住
の
方

定

員　
40
人（
申
込
順
）

参
加
費　
無
料

準
備
物　
筆
記
用
具

申
込
期
限　
１
月
29
日(

水)

ま
で

※�

こ
の
講
座
受
講
で
、「
テ
ク
と
く
」
の
と
く
し
ま

健
康
ポ
イ
ン
ト
が
１
０
０
ポ
イ
ン
ト
取
得
で
き
ま
す
。

申
・
問 

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
６
９
２・８
６
５
８
）

山路絞り

令
和
６
年
度 

藍
住
町
歴
史
館

「
藍
の
館
」絞
り
染
め
講
座

　
絞
り
染
め
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日

時　
２
月
12
日（
水
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

　
　
　
　
　
（
昼
食
休
憩　
正
午
～
午
後
１
時
）

　
　
　
　
　

�

木
綿
手
ぬ
ぐ
い
で「
山
路
絞
り
」

の
講
座
で
す
。

場

所　
藍
住
町
歴
史
館「
藍
の
館
」

講

師　
徳
永
真
紀
子 

氏

　
　
　
　
　

�（Indigo blue4u

代
表
・
藍
住

町
地
域
お
こ
し
協
力
隊O

G

）

定

員　
８
人（
申
込
順
）

受
講
料　
５
千
円
／
回

　
　
　
　
　
（
別
途
、
入
館
料
必
要
）

以
降
の
講
座　

　
３
月
12
日
…
蛍
絞
り

※
全
て
木
綿
手
ぬ
ぐ
い
の
絞
り
で
す
。

※�

各
開
催
日
の
前
月
15
日
か
ら
、
電
話
で
受

講
の
申
込
み
が
で
き
ま
す
。

申
・
問 

藍
住
町
歴
史
館「
藍
の
館
」

　
（
☎
６
９
２・６
３
１
７
）

日程・内容
【第２回】　１月25日（土）午後１時～３時
　　　講座Ⅲ「文献史学から見る紀伊水道をとりまく世界の様相」 〔講師〕長谷川賢二 氏（徳島県立博物館）
　　　講座Ⅳ「紀伊水道に面した阿波の港の諸相～徳島・渭津」　 〔講師〕石尾　和仁 氏（佐那河内村学芸監）
【第３回】　２月８日（土）午後１時～３時
　　　講座Ⅴ「民俗学から見る紀伊水道をとりまく世界の様相」　 〔講師〕磯本　宏紀 氏（徳島県立博物館）
　　　講座Ⅵ「紀伊水道に面した阿波の港の諸相～港町・橘」　　 〔講師〕向井　公紀 氏（阿南市文化振興課）
【第４回】～勝瑞城シンポジウム～　３月15日（土）午後１時～５時
　　　講座Ⅶ「紀伊水道に面した阿波の港の諸相～小松島ラグーンと中湖」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔講師〕岡本　和彦 氏（小松島市教育委員会）
　　　講座Ⅷ「和歌山から見た紀伊水道をとりまく世界の様相」　 〔講師〕北野　隆亮 氏（和歌山市和歌山城整備企画課）
　　　ディスカッション
　　　コーディネーター：石井　伸夫 氏
　　　パネラー：岡本　和彦 氏、北野　隆亮 氏、長谷川　賢二 氏、
　　　　　　　　向井　公紀 氏、重見　髙博
場　　所　　総合文化ホール　小ホール
受　講　料　　無　料
定　　員　　80人

令和６年度 勝 瑞 学 講 座  ～紀伊水道をとりまく世界～

教育委員会（☎637・3128）　電子メール：syakaikyouiku@aizumi.i-tokushima.jp問
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み
ん
な
が
主
役
の
人
権
啓
発
推
進
事
業（
徳
島
県
委
託
事
業
）

「
ア
リ
ラ
ン　

ラ
プ
ソ
デ
ィ
」

映
画
上
映
＆
講
演
会
の
開
催

　

戦
争
に
翻
弄
さ
れ
、
差
別
と
貧
困
の
中
、

生
き
る
場
所
を
求
め
て
、
命
が
け
で
何
度
も

海
を
超
え
た
在
日
ハ
ル
モ
ニ
た
ち
の
生
き
ざ

ま
の
映
画「
ア
リ
ラ
ン　
ラ
プ
ソ
デ
ィ
」～
海

を
超
え
た
ハ
ル
モ
ニ
た
ち
～
を
上
映
し
ま

す
。
た
く
さ
ん
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

日

時　
１
月
25
日（
土
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
か
ら
受
付

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分　
開
会

場

所　
総
合
文
化
ホ
ー
ル　
大
ホ
ー
ル

内

容　
映
画
上
映

　
　
　
　
　
「
ア
リ
ラ
ン　
ラ
プ
ソ
デ
ィ
」

　
　
　
　
　
～
海
を
超
え
た
ハ
ル
モ
ニ
た
ち
～

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
35
分

講
演
会　
映
画
監
督　
金　
聖
雄
さ
ん

　
　
　
　
　
午
後
３
時
45
分
～
４
時
45
分

参
加
費　
無
料

主

催　
徳
島
県

実
施
者　
特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
　
　
　
　
み
ず
す
ま
し

※
申
込
不
要

※
手
話
通
訳
・
映
画
は
日
本
語
字
幕
あ
り
。

問 
福
祉
課(

☎
６
３
７・３
１
１
４)

町
人
権
教
育
研
修
会
の
ご
案
内

　
ネ
ッ
ト
上
の
人
権
侵
害
を
テ
ー
マ
に
し
た

人
権
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

ご
家
族
や
職
場
で
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日

時　
１
月
30
日（
木
）

　
　
　
　
　
午
後
３
時
30
分
～
５
時

場

所　
総
合
文
化
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
大
ホ
ー
ル

講

師　
群
馬
県
伊
勢
崎
市

　
　
　
　
　
照
諦
山 

心
月
院 

尋
清
寺

　
　
　
　
　
天
台
宗
僧
侶

　
　
　
　
　
髙
橋　
美
清　
さ
ん

演

題　

�

S
N
S
の
現
状
と
支
援

　
　
　
　
　

�

被
害
者
・
加
害
者
に
な
ら
な
い

た
め
に

　
　
　
　
　
～
や
さ
し
い
心
で
一
隅
を
照
ら
す
～

参
加
費　
無
料

主

催　
町
人
権
教
育
推
進
協
議
会

問 

教
育
委
員
会（
☎
６
３
７・３
１
２
８
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
を
開
催
し
ま
す

　
町
税
の
滞
納
処
分
に
よ
り
差
し
押
さ
え
た

財
産
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
を
、
期
間
せ

り
売
り
形
式
に
よ
り
行
い
ま
す
。

　
最
低
売
却
価
額（
見
積
価
額
）は
、
公
売
の

特
殊
性
を
考
慮
し
、
相
場
よ
り
低
く
設
定
し

て
い
ま
す
。

　
詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

※�

入
札
を
行
う
に
は
、
事
前
に
参
加
申
込
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

参
加
申
込
期
限

　
１
月
２７
日（
月
）午
後
１１
時
ま
で

入
札
期
間

　
２
月
３
日（
月
）午
後
１
時
～

　
　
　
５
日（
水
）午
後
１１
時

　
落
札
し
た
財
産
は
、
税
務
課
窓
口
又
は
郵

送
で
の
引
渡
し
と
な
り
ま
す
。

※�

郵
送
の
場
合
、
送
料
は
落
札
者
負
担
と
な

り
ま
す
。

実
施
サ
イ
ト

　
Ｋ
Ｓ
Ｉ
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

　

https://kankocho.jp/

問 

税
務
課　
（
☎
６
３
７・３
１
１
７
）

成
年
後
見
・
相
続
・
遺
言
無
料
相
談
会

　
認
知
症
等
に
よ
っ
て
判
断
能
力
が
不
十
分

と
な
り
、
日
常
生
活
で
不
利
益
を
被
る
こ
と

が
な
い
よ
う
に
、「
成
年
後
見
制
度
」が
あ
な

た
や
家
族
を
守
り
ま
す
。

　
隔
月
１
回
無
料
相
談
会
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
定
例
相
談
日
】偶
数
月　
第
１
水
曜
日

日

時　
２
月
５
日（
水
）午
後
１
時
～
３
時

場

所　
総
合
文
化
ホ
ー
ル　
交
流
室
１

問 

公
益
社
団
法
人
コ
ス
モ
ス
成
年
後
見

　
　
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
徳
島
県
支
部

　
　
　
　
　
徳
島
市
東
沖
洲
二
丁
目
１-

８

　
　
　
　
　
　
県
行
政
書
士
会
内

　
　

(

☎
６
７
９・４
４
４
０)

◎
休
館
日　

　
　
毎
週
月
曜
日

　
　
図
書
整
理
日　
１
月
16
日（
木
）

　
　
祝　
　
　
日　
２
月
11
日（
火
）

◎
特
別
整
理
休
館

　
特
別
整
理
期
間

　
　
２
月
12
日（
水
）～
21
日（
金
）

　
蔵
書
点
検
期
間
の
た
め
、
休
館
し
ま
す
。

◎
お
は
な
し
会

　
毎
週
日
曜
日（
年
末
年
始
・
祝
日
を
除
く
）

　
午
前
11
時
～
11
時
30
分

◎
あ
か
ち
ゃ
ん
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
会

　
第
２・４
水
曜
日（
年
末
年
始
・
祝
日
を
除
く
）

　
午
前
10
時
30
分
～
11
時

問 

図
書
館（
☎
６
９
２・０
０
７
０
）

●
●
● 

図
書
館
の
行
事 

●
●
●

「アリラン ラプソディ」映画上映＆講演会
令和６年度 みんなが主役の人権啓発推進事業（徳島県委託事業）

111 252525 土2025年2025年2025年
藍住町総合文化ホール　大ホール藍住町総合文化ホール　大ホール藍住町総合文化ホール　大ホール

入場無料
申込不要
手話通訳

日本語字幕あり

日　時

場　所

13：00～ 開場
13：30～15：35 映画上映
15：45～16：45 講演会 映画監督 金 聖雄 さん

13：00～ 開場
13：30～15：35 映画上映
15：45～16：45 講演会 映画監督 金 聖雄 さん

13：00～ 開場
13：30～15：35 映画上映
15：45～16：45 講演会 映画監督 金 聖雄 さん

きむ  そんうんきむ  そんうんきむ  そんうん
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月
届出おくやみ申し上げますおくやみ申し上げますおくやみ申し上げます 1212月

届出

▼�

あ
い
ず
み
俳
壇（
俳
句
）と
藍
住
歌
壇（
短
歌
）を
隔
月
で
掲
載
し
て
い
ま
す
。（
偶
数
月
：
俳
句
、
奇
数
月
：
短
歌
）

町
民
の
方
を
対
象
に
俳
句
・
短
歌
を
募
集
し
て
い
ま
す

▼�ハ
ガ
キ
に
作
品（
１
人
１
句
又
は
１
首
）と
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
て
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。
選

考
の
上
、
直
近
の
広
報
紙
へ
掲
載
し
ま
す
。

※
読
み
仮
名
の
表
記
が
必
要
な
場
合
は
、
必
ず
読
み
仮
名
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

申 

〒
７
７
１・１
２
９
２ 

奥
野
字
矢
上
前
52
番
地
１　
政
策
推
進
室

よ
う
や
く
に
花
菜
の
つ
ぼ
み
ふ
く
ら
み
て
黄
の
明
る
さ
に
解
け
ゆ
く
心
岡
田　

博
子

コ
ロ
ナ
禍
と
夏
の
暑
さ
に
遠
の
い
た
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
始
め
る
睦
月

春
本
壽
美
子

ゆ
う
な
ぎ
の
動
く
も
の
な
き
湾
内
に
オ
レ
ン
ジ
色
の
漁
船
入
り
く
る

森
下
キ
ヨ
エ

酒
蔵
に
わ
れ
ら
五
人
は
た
め
し
飲
み
の
ん
べ
え
な
れ
ど
運
転
の
夫

四
宮　

千
代

み
ず
う
み
の
彼
方
に
は
雪
降
る
ら
し
く
う
す
ず
み
色
に
暮
れ
ゆ
く
琵
琶
湖橘　
　

る
み

睦
月
の
庭
の
き
ぬ
さ
や
は
ま
だ
幼
す
ぎ
両
手
伸
ば
せ
ど
ネ
ッ
ト
に
届
か
ず森
本
ふ
み
子

冬
の
夜
は
カ
ー
テ
ン
開
け
横
た
わ
り
無
に
な
り
な
が
む
満
天
の
星

桐
原
す
み
れ

退
院
は
う
れ
し
く
悲
し
イ
ケ
メ
ン
と
の
別
れ
の
迫
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン望月　
　

幸

水
鳥
が
川
の
み
ず
ぎ
わ
一
列
に
空
に
向
か
っ
て
話
は
じ
め
る

小
林　

貴
代

青
年
は
ブ
ル
ー
の
シ
ャ
ツ
に
金
剛
杖
う
つ
む
く
ま
な
こ
に
何
も
と
め
ゆ
く大
前　

順
子

推
し
の
彼
の
映
画
見
に
行
く
市
内
ま
で
年
が
明
け
れ
ば
後
期
高
齢

髙
田　

要
子

山本　枝里子 選

地域の子どもは、
　　地域で守り育てましょう
地域の子どもは、
　　地域で守り育てましょう

子どもは、私たちの宝です
藍住町青少年健全育成会議
藍住町民生委員児童委員協議会
藍 住 町 P T A 連 合 会
藍 住 町 青 少 年 相 談 室
藍住町こども家庭センター

（氏 名） （年 齢） （住  所）

中　原　威　幸 87歳 乙瀬字中田

久次米　直　義 94歳 奥野字前川

金　澤　健　次 75歳 乙瀬字中田

岸　田　広　美 62歳 東中富字朏傍示

安　藝　タカ子 77歳 徳命字前須西

長　尾　弘　子 89歳 徳命字小塚

楠　本　来　実 25歳 乙瀬字青木

近　藤　芳　子 90歳 勝瑞字西勝地

　地域の皆さんが健康で活力ある生活を送れ
るよう健康チェックや健康体操等を各地域で
開催します。
開催日 曜日 時　間 場　所 内　容

１月15日 水 午前９時30分～11時 江ノ口老人ルーム 健康チェック
脳若トレーニング

１月15日 水 午後１時30分～３時 徳命老人憩の家 健康チェック
健康体操

１月17日 金 午後１時30分～３時 東中富老人憩の家 健康チェック
健康体操

１月20日 月 午前９時30分～11時 住吉老人憩の家 健康チェック
脳若トレーニング

１月27日 月 午前９時30分～11時 乙瀬老人憩の家 健康チェック
フレイルチェックpart２

１月27日 月 午後１時30分～３時 奥野老人憩の家 健康チェック
脳若トレーニング

２月３日 月 午前10時～11時30分 あいずみ藍工房 健康チェック
健康体操

２月４日 火 午後１時30分～３時 西部老人憩の家 健康チェック
脳若トレーニング

２月５日 水 午後１時30分～３時 富吉老人憩の家 健康チェック
体幹トレーニング

住所、年齢に関係なく、ご都合のよい会場にお越しください。

いきいきサロンのご案内いきいきサロンのご案内

（子の氏名） （ふりがな） （性別） （父） （母） （住　　所）

鈴　鹿　枇於菜（ひ お な） 女 瑠輝也 ・ 麻吏亜 富吉字豊吉
杉　本　凛　果（り ん か） 女 恭 兵 ・ 茜 東中富字東傍示
坂　田　悠　翔（は る と） 男 良 ・ 加 奈 富吉字穂実
前　田　紬　葵（つ む ぎ） 女 怜 苑 ・ 由紀奈 乙瀬字中田
富　山　珠々花（す ず か） 女 陵 ・ 雅 代 勝瑞字成長
岩　﨑　穂　高（ほ だ か） 男 裕 太 ・ 有理佳 矢上字江ノ口
小伊藤　羽　汰（う　 た） 男 草 太 ・ さつき 徳命字小塚北
柳　本　莉　空（り　 く） 男 健 太 ・ 季 代 奥野字山畑
緒　方　柊　斗（しゅうと） 男 翔 大 ・ 由 佳 住吉字江端
岡　田　琉　李（る　 り） 女 博 彦 ・ 愛 勝瑞字正喜地

問  藍住町社会福祉協議会 （☎692・9951）
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※このページの広告収益は防災事業に役立てられています。この広報紙は再生紙を使用しています 。
防災行政無線
テレフォンサービス

放送内容を聞き逃したときなどは… 　この番号に電話をかけることで、放送内容を確認
することができます。
※藍メールやYahoo! 防災速報、町ホームページで
　も確認できます。0120・49・3717

す　ぐ み な ひな ん

■
発

行
・

編
集

　
徳

島
県

藍
住

町
総

務
企

画
課

　
政

策
推

進
室

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
TEL.088-637-3124

■
所

在
地

　
〒

771-1292　
徳

島
県

板
野

郡
藍

住
町

奥
野

字
矢

上
前

52番
地

1　
　

　
 ■

印
　

刷
　

㈲
三

星
堂

印
刷

所

January
2025

N
o.972

令
和

７
年

１
月

15日
発
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増田クリニック
TEL:088-693-3020
藍住町役場東 500m

健診・予防接種承ります。
●診療科目：内科・循環器科

心臓血管外科・ペインクリニック内科

診療時間 月 火 水 木 金 土
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5:30
まで

午前9:00～12:30

午後2:30～　6:30

医療法人
健美会

とくしま耳鼻咽喉科
クリニック

診療科目：耳鼻咽喉科・アレルギー科・気管食道科・小児科

じ　　び　いん こう　か

診療時間

8:45～13:00

14:30～18:00
14:00
↓
14:45

月 火 水 木 金 土 TEL088-683-3987（サンキューハナ）
マルナカ成長店　南 200mエネオスはいる
西条北島線

徳島環状線
四国三郎橋▼

洋服の青山● ●釣具店

●陸運局

●
エネオスGSマルナカ成長店●

●はなまるうどん

N
とくしま
耳鼻咽喉科

㈳日本耳鼻咽喉科学会 認定 耳鼻咽喉科専門医
㈳日本アレルギー学会 認定 アレルギー専門医

院長　棚本　洋文

とくしま耳鼻科 ☜検索

地域おこし地域おこし協力隊協力隊活動報告活動報告
　約100日間をかけて製造した蒅

すくも
が完成し、袋詰めを終えました。昨年は、梅雨が長引いた影響で藍の葉の刈

り取りが遅れたため、例年よりも収量が少なく、蒅をつくる際に思うように熱が上がるか不安でした。しかし、
発酵が進んでいくうちに70℃近くまで温度は上がり、それを維持することができました。
　年を重ねるごとに蒅の製造の技術も向上し、環境の変化への柔軟な対応力も身についてきました。そして、
蒅の品質も私たちが目指す「藍の色素が凝縮し、その成分が多く含まれた良く染まる染料」に近づいているので
はないかと思います。
　三年間、地域おこし協力隊として藍の栽培から蒅づくり、染めまでの技術を一貫して学ぶことができました。
今後は、この経験を生かせるように精進してまいりますので、引き続きよろしくお願いいたします。

（三浦）
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